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現在のビジネスシーンにおいて、オンラインセミナーや説明会の機会は増加し、多く
がハイブリッド形式で開催されています。その一方で、準備や運営には専門的なノウ
ハウと細やかな対応が求められます。

弊社では、オンラインセミナーの準備・手配から当日の運営までを一貫してサポート。
申し込み受付や参加登録者への連絡、問い合わせ対応などの事務局業務に加え、ウェ
ビナーの立ち上げ、配信環境の構築、お問い合わせダイヤルの設計・対応まで幅広く
対応いたします。

さらに、当日のシステム運用や進行ディレクションなど現場コントロールも担い、主
催者様がコンテンツに集中できる環境を整えます。イベント・セミナー運営をワンス
トップで支援します。

イベント・セミナー開催・運営を
確かなノウハウでバックアップ

〒101- 0047 東京都千代田区内神田一丁目7番5号
URL：https://www.dai-oh.co.jp

TEL ：03-3292-1488（代）
E-mail ：plan@dai-oh.co.jp
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〒175-0081 東京都板橋区新河岸2-9-20
Tel：03（6904）3951
Fax：03（6904）3957

神田本社アクセス

板橋工場アクセス

東京メトロ大手町駅　A1出口から徒歩5分／C1出口から徒歩6分
JR 神田駅 西口から徒歩6分

都営三田線 高島平駅　東口から徒歩20分

板橋工場
F-D10021

本工場は、
環境に配慮
したGP認定
工場です。F-D10021

環境優良工場の証である「GP認定」を取得しました。
弊社で印刷することで、お客様の制作物にも環境配慮の
「GPマーク」を付与でき、企業としてのSDGsの取り組
みをより強固にサポートいたします。

GPマークが、印刷物の価値と信頼を高めます

サーバーをはじめ、弊社の全てのネット
ワークPCはセキュリティのガードを徹
底し、あらゆる脅威から貴重なデータを
守るためゲートウェイにはUTMを設置
しています。また社内に不審者が入るこ
とができないセキュリティカメラを完備
し、情報管理には常に高い意識を持って
業務を進めております。

GP認定工場

アンケート印刷・入力クロス集計

アンケートを実施する際には、正確な設計と読みやすい
紙面づくりが成果を左右します。当社では、目的や対象
に合わせたフォーマットを回答しやすさに配慮したレイ
アウトで印刷を行い、封入や宛名対応、発送手配まで一
貫して対応しています。回収後の入力、単純集計からク
ロス集計にも対応し、結果を整理したグラフ等を資料と
してお渡ししています。様々な用途に対応しております。

アンケートの印刷から集計まで
一括でおまかせください

封入・封緘・発送

印刷物の発送業務では、正確さと段取りの良さ
が重要になります。当社では、印刷・製本後の
仕分けから封入・封緘作業までを一貫して行い、
ご指定の場所への納品や DM 発送にも対応して
います。複数の印刷物や案内状などを組み合わ
せたアッセンブル作業にも柔軟に対応し、内容
物の確認から発送手配まで丁寧に進行していま
す。数量や納期、発送形態に応じて適切に管理し、
体制を整えています。

封入・封緘から発送まで
一括して対応しています

貴
社
に
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で
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る
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
業
務

● 受付事務局開設

● セミナー申込み受付

● お問合せダイヤル設置

● 参加者への連絡

● ウェビナー運営

情報と人の架け橋 印刷

クリエイティブ&コミュニケーションカンパニー

Creative&CommunicationCompany
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訳
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版

書店に流通する書籍や、目録、伝記な
どジャンルを問わずデザイン・編集・
制作をしています。

木瓜桐紋緋羅紗陣羽織
( 大坂城天守閣蔵 )　
信長より羽柴秀吉が拝領したと伝えられる陣羽織。
織田家の家紋である木瓜紋が大きく配され、裾には
桐紋があしらわれている。

Mokko Kiri Crest Scarlet Woolen battle surcoat
(Osaka Castle Keep Collection)
The battle surcoat said to have been granted to Hashiba 
Hideyoshi by Nobunaga. It prominently features the Oda 
family crest, the "Mokko" (melon flower), and is adorned with 
the "Kiri" (paulownia) crest on the hem.
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足利義昭肖像　
( 東京大学史料編纂所所蔵模写 )
義昭は信長の助力によって第15代将軍に就
任したが、その後信長と対立することとなる。

Portrait of Ashikaga Yoshiaki 
(Copied by the University of Tokyo 
Historiographical Institute)
Yoshiaki was installed as the fifteenth 
shogun with the support of Nobunaga, 
but later came into conflict with him.

信長の上洛
永禄11年 (1568)９月、信長は足利義昭を奉じて上洛を開始する。六角氏、三好三人衆を退け上洛

に成功すると、同年10月に足利義昭の室町幕府第15代将軍就任を実現させた。

In September of Eiroku 11 (1568), Nobunaga began his march to Kyoto, accompanying Ashikaga 
Yoshiaki. Defeating the Rokkaku clan and the Miyoshi Triumvirate, he successfully entered Kyoto. In 
October of the same year, he facilitated Yoshiaki’s appointment as the 15th shōgun of the Muromachi 
Shogunate.

二条御所の造営
信長は防御の整った御所の必要性を認識し、足利義昭のために新たな御所を造営した。跡地からは

金箔瓦が発掘されており、急ごしらえにしては堅固で華麗なものであったと考えられている。

Nobunaga recognized the necessity of a well-fortified palace and undertook the construction of a new 
residence for Ashikaga Yoshiaki. Gold-leaf roof tiles have been excavated, suggesting that, despite its 
rushed construction, the palace was both solidly built and exquisitely designed.

二条御所 (旧二条城跡 )
( 京都市上京区 )　
現在は平安女学院の前に石碑がある。当時
は「武家御所」「武家御城」「公方様の御城」
などと呼ばれていた。

The Nijo Residence 
(former site of Nijo Castle)
(Kamigyō Ward, Kyoto Ctiy)
There is currently a stone monument 
in front of Heian Jogakuin. At that 
time, it was referred to as “Bukegosho” 
(Samurai Residence), “Bukegojō” 
(Samurai Castle), or “Kubō-sama no 
Gojō” (Lord Kubō’s Castle).
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PR
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ターゲットや目的に合わせ、企
業や製品の魅力を分かりやすく
伝えるパンフレットやカタログ
を制作します。

橋梁調査会の概要

● 工学博士
● 技術士
● ＲＣＣＭ
● 道路橋点検士
● 米国連邦道路庁(FHWA)公認 橋梁安全点検研修会修了者

7名
80名
30名
97名
6名

１．橋梁に関する計画、設計、施工法等の調査･研究･開発　
２．橋梁に関する経済、環境等の調査･研究･開発
３．橋梁の性能評価、審査、検査に関する調査･研究･開発　
４．橋梁の保全に関する調査･研究･開発
５．橋梁に関する研修会、講習会等の実施、技術の指導その他の人材育成　
６．橋梁に関する情報･資料の収集･管理及び提供　
７．橋梁に関する海外事情の調査及び国際協力
８．アセットマネジメントに関する調査及び研究
９．前各号に関する事業の受託
10．橋梁技術に関する研究開発等への助成　
11．道路橋点検等に関する技術研修、試験実施及び資格証明
12．その他当調査会の目的を達成するために必要な事業

当調査会は、上記の目的を達成するために以下の事業を行います。

（１）事業の概要

（２）有資格者等（技術者数 131名）　令和 8年1月1日現在

（３）組織図

R8.1

東北支部　〒980-0014　仙台市青葉区本町 2-1-29 JRE 仙台本町ホンマビル10 階     
関東支部　〒330-0844　さいたま市大宮区下町 1-42-2 TS-5BLDG.5 階    
北陸支部　〒950-0965　新潟市中央区新光町 10-3 技術士センタービルⅡ 8 階    
中部支部　〒460-0002　名古屋市中区丸の内 3-9-29 ダイセンビル 6階　　　　　  
近畿支部　〒540-6591　大阪市中央区大手前 1-7-31 OMMビル12 階    
中国支部　〒730-0013　広島市中区八丁堀 15-10 セントラルビル 9 階    
四国支部　〒760-0026　高松市磨屋町 3-1 合田不動産磨屋町ビル 6階    
九州支部　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東 2-9-1 東福第 2ビル2階    

道路橋点検士技術研修会を修了された方を対象に、国土交通省の民間登録資格（公共工事に関する調査及び設計等の品
質確保に関する技術者資格）である「道路橋点検士」及び「道路橋点検士補」に登録する制度です。
登録者数は、累計で道路橋点検士が 9,380 名、道路橋点検士補が 1,449 名です。（令和7年３月現在）

橋梁技術に関する研究開発助成を大学、高等専門学校及びこれらに付属する機関等の研究者または橋梁調査会の賛助
会員の企業に属する技術者に対して実施しています。

橋梁に関する国際会議等に参加し、情報発信すると共に最新情報の収集
を行っています。

道路橋の補修・補強計算例Ⅱ（H26.11）　　　　　スカートサクション基礎　設計施工マニュアル（H17.6）

所在地及び連絡先

◆橋梁シンポジウム　　　　◆賛助会員対象特別講演会　　　　◆橋梁メンテナンスセミナー（賛助会員限定）

「橋梁定期点検要領（国土交通省道路局国道・技術課）」の
習得を目的とした「道路橋点検士技術研修会」を定期的に開
催しています。
研修会では座学と現地実習を行っており、より実践に近い内
容となっています。
これまでの研修会（平成 6 年度～令和 6 年度）において、
累計で約16,800 名の方が修了されています。

022-221-5301
048-657-6085
025-281-3813
052-212-6811
06-6944-8551
082-511-2203
087-811-6866
092-473-0628

6　道路橋を点検する技術者の育成

7　橋梁技術の開発・収集・普及

（１）道路橋点検士制度

（２）道路橋点検士技術研修会

（１）橋梁研究開発助成

（２）海外調査・国際貢献

（３）出版

（４）講演会等の開催

本部（総務部、企画部、調査部）
総務部　03-5940-7788（代表）
企画部　03-5940-7794
調査部　03-5940-7791

〒112-0013　東京都文京区音羽 2-10-2
Mail:info@jbec.or.jp
HP:https://www.jbec.or.jp

企画部技術研修室　研修担当　TEL：03-5940-7746　
E-mail：kensyu@jbec.or.jp

お問合せ

企画部技術研修室　道路橋点検士事務局　TEL：03-5940-4800　E-mail：hashitenken@jbec.or.jpお問合せ

ＰＩＡＲＣ（世界道路会議）
ＩＡＢＳＥ（国際構造工学会）
ｆｉｂ（国際コンクリート連合会）
ＩＡＢＭＡＳ（橋梁の管理と安全に関する国際協会）
 JICA研修講師

主な実績

 
一般財団法人 橋梁調査会
Japan Bridge Engineering Center

評議員会

総務部

企画部

調査部

技術研修室

橋梁データ管理室

システム管理室

橋梁診断管理室

北海道事業管理室
東北支部

関東支部

北陸支部

中部支部

本　部

支　部

近畿支部

中国支部

四国支部

九州支部

理事会

監　事

貴重な
メッセージを残す

これまでの歩みや大切な思いを丁寧に
まとめ後身に託す・記憶に残る社史・
自分史を制作します。
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Ⅰ
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Ｃ
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Ⅰ
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し
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す
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の
サ
ブ
タ
イ
ト
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に
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氏
の
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経
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対
す
る
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本
的
ス
タ
ン
ス
や
、
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間
と
し
て
の
ゆ
る
ぎ
な

い
信
念
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で
も
言
う
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き
も
の
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
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表
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会
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と
し
て
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ド
し
て
き
た
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は
、
社
会
の
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値
観
が
多
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化
し
、
社
会
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造
も
複
雑
化
し
て
い
く
中
で
、
業
界
や
企
業
に
求

め
ら
れ
る
社
会
的
要
請
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
時
代
で
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
企
業
と
し
て
、
ま
た
業
界
と

し
て
の
自
律
を
ベ
ー
ス
に
、
他
者
と
協
調
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
組
織
を
構
築
し
て
い
っ
た

ヒ
ス
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と
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纂
し
た
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で
す
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で
は
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
の
誕
生
か
ら
、
建
設
技
術
研
究
所
に
入
社
す
る
ま
で
の
出

来
事
を
第
１
章
と
し
、
入
社
後
、
技
術
者
と
し
て
の
歩
み
を
印
象
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
思
い
出
と
と
も
に
第
２

章
と
し
、
主
に
社
長
時
代
の
経
営
者
と
し
て
の
想
い
で
も
あ
っ
た
「
自
律
、
協
調
、
そ
し
て
連
携
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
第
３
章
と
し
て
、
村
田
氏
自
身
に
よ
り
書
き
記
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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営
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展
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け
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」
で
は
、
村
田
氏
が
（株）
建
設
技
術
研
究
所
の
経
営
基
盤
の
確

立
に
向
け
て
関
与
し
て
き
た
足
跡
に
つ
い
て
、
各
種
社
内
デ
ー
タ
を
も
と
に
記
録
に
留
め
る
と
と
も
に
、
当
時
の

課
題
認
識
や
現
時
点
で
の
評
価
、
今
後
の
会
社
経
営
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、
村
田
氏
自
身
に
書
き
加
え
て
い
た
だ

村田 和夫 ～自律、協調、そして連携～��
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足
跡

村
田
は
、
母
親
の
実
家
が
あ
る
秋
田
県
秋
田
市
で
生
ま
れ
た
。
小
学
３
年
生
ま
で
弘
前
市
内
で
過
ご
し
、
祖
父
、

父
の
兄
弟
な
ど
大
家
族
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
て
い
る
。

第
１
章
で
は
、
二
度
の
転
校
を
し
た
小
学
生
時
代
か
ら
大
学
院
生
時
代
ま
で
の
学
生
生
活
の
思
い
出
や
印
象
に

残
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
株
式
会
社
建
設
技
術
研
究
所
に
入
社
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
記
述
し
て
い
る
。

第
２
章
で
は
、
村
田
が
入
社
当
初
か
ら
約
９
年
間
従
事
し
た
「
利
根
川
百
年
史
の
編
纂
」
業
務
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
全
国
的
に
話
題
と
な
っ
た
「
長
良
川
河
口
堰
事
業
」、
現
在
の
流
域
治
水
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
」
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

第
３
章
で
は
、
村
田
が
社
長
時
代
に
自
ら
果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
で
も
あ
る
「
自
律
、
協
調
、
そ
し
て
連
携
」
の
持
つ
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
編
は
、
村
田
自
身
の
執
筆
で
あ
る
。

��

大
島
一
哉 

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る

大島一哉

ビジョン を語る
～ATI構想とBIG・CTI～

表紙：「シルクロードを行くキャラバン」（平山郁夫作）

株
式
会
社 

建
設
技
術
研
究
所

表紙挿絵の説明
　大島氏の背後にある「シルクロードを行くキャラバン」
（東・太陽）は平山郁夫氏の石版画であり、そのうちの1枚
を大島氏が所有している。先頭のリーダーが方向を示し、
順次リーダーは若者へ交替して隊列を維持し、砂漠を乗り
越えてゆく。大島のビジョンへの想いと重なる。詳細は本
文第Ⅳ編１章「第 1 節　会社経営について（4）組織運営
の継続」参照。　

石
井
弓
夫

石
井
弓
夫

〜
河
川
計
画
の
発
展
と
と
も
に
〜

ポ
ス
タ
ー

伝えたい価値を大胆なビジュアルで表現
し、印象に残るポスターを制作します。

SAFETY&

HEALTH2
0
2
6

Everyone to eliminate hazards;
Keep yourself and colleagues away from unsafe actions.

SLOGAN

周
年
記
念
誌

歴史やエピソードを整理し、読み手
の心に記録として残る周年記念誌を
企画・制作します。

2

1975 1976 1977 1978 1982 1984 1985 1986 1987 1988 1990 1991 1992 1993 1994 1995
昭和
50

昭和
51

昭和
52

昭和
53

昭和
57

昭和
59

昭和
60

昭和
61

昭和
62

昭和
63

平成
2

平成
3

平成
4

平成
5

平成
6

平成
7

・ 

仁
淀
川
流
域
土
砂
災
害
対
策
調
査
実
施
（
水
系
砂
防
の
調
査
実
施
、
対
策
検
討
）

・ 

富
士
山
大
沢
扇
状
地
砂
防
計
画
等
業
務
を
受
託

◆ 

財
団
法
人
　
砂
防
・
地
す
べ
り
技
術
セ
ン
タ
ー
設
立
（
７
月
29
日
）

・
高
速
道
路
渓
流
防
災
関
連
業
務
（
J
H
）
開
始

・
華
厳
崩
壊
調
査

・
メ
ラ
ピ
火
山
砂
防
基
本
計
画
調
査
（
J
I
C
A
）
開
始

・
有
珠
山
周
辺
土
砂
流
出
調
査

・
総
合
土
石
流
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

・
土
砂
災
害
防
止
月
間
設
立
の
た
め
の
支
援
実
施

・
ソ
フ
ト
対
策
（
警
戒
避
難
）
強
化
の
た
め
の
調
査
実
施

・
鋼
製
砂
防
構
造
物
委
員
会
設
置

・
砂
防
基
本
計
画
検
討
委
員
会
設
置
（
自
主
研
究
）

・ 

土
石
流
警
戒
・
避
難
基
準
雨
量
検
討
委
員
会
設
置
（
自
主
研
究
）

・ 

長
野
県
西
部
地
震
で
は
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
調
査
、
緊
急
対
策
検
討

・ 

地
附
山
地
す
べ
り
対
策
検
討
委
員
会
設
置
，災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
対
応
（
業

務
に
て
対
応
）

・
地
震
時
の
砂
防
施
設
等
の
点
検
・
調
査
要
領
作
成
（
業
務
に
て
対
応
）

・
水
理
模
型
実
験
業
務
開
始

・
雪
崩
対
策
調
査
開
始

・
溶
岩
流
対
策
基
本
計
画
の
検
討
実
施

・ 

小
舟
地
す
べ
り
対
策
検
討
委
員
会
設
置
，
災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
対
応
（
業

務
に
て
対
応
）

・
火
山
砂
防
の
調
査
実
施
、
対
策
検
討

・ 

山
際
地
す
べ
り
対
策
検
討
委
員
会
設
置
，
災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
対
応
（
業

務
に
て
対
応
）

・ 

噴
火
に
伴
う
土
砂
移
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（J-S

A
S

）
の
開
発
・
運
用

◆
民
間
開
発
建
設
技
術
の
審
査
証
明
事
業
の
開
始

・ 

雲
仙
噴
火
で
は
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
、
無
人
化
施
工
の
実
施
、
工

事
関
係
者
の
避
難
計
画
作
成
支
援
、
直
轄
化
に
向
け
た
調
査
お
よ
び
検
討
を
実
施

・
風
倒
木
に
伴
う
土
石
流
警
戒
避
難
基
準
雨
量
調
査
を
実
施

・
風
倒
木
対
策
調
査
開
始

・ 

火
山
噴
火
警
戒
避
難
対
策
調
査
の
実
施
（
現
在
の
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
基

礎
デ
ー
タ
を
整
理
）

・
シ
ラ
ス
防
災
対
策
調
査
を
実
施

◆
雲
仙
分
室
を
設
置
し
雲
仙
の
各
種
対
応
を
強
化

◆
砂
防
技
術
研
究
所
設
立

・ 

兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
地
震
直
後
か
ら
の
緊
急
点
検
等
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
地
震

砂
防
の
調
査
実
施
、
対
策
検
討
・
地
震
後
の
土
砂
災
害
警
戒
避
難
基
準
雨
量
を

初
め
て
検
討

1975（昭和50年）
仁淀川水害※1

1976（昭和51年）
台風17号 小豆島災害ほか※2

1982（昭和57年）
昭和57年長崎大水害

（出典）※1 ：国土交通省水管理・国土保全局（https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten/nihon_kawa/0803_niyodo/img/0803_niyodo_02_01.jpg）
※2 ：香川県小豆島町（https://www.town.shodoshima.lg.jp/material/files/group/2/honbun.pdf）
※3 ：国土交通省気象庁（https://www.data.jma.go.jp/vois/data/filing/souran/main/15_Usuzan.pdf）
※4 ：長野県土木部砂防課（https://www.pref.nagano.lg.jp/sabo/manabu/documents/dosyajirei-p-000700.pdf）
※5 ：長野県土木部砂防課（https://www.pref.nagano.lg.jp/sabo/manabu/documents/dosyajirei-p-001000.pdf）

1984（昭和59年）
昭和59年長野県・西部地震
（9/14）（御岳崩れ）※4

1977（昭和52年）
1977年有珠山噴火災害（8/6～ 1978）※3

1986（昭和61年）
伊豆大島噴火（11/5 ～）
新潟県能生町柵口雪崩災害（1/26）
小舟地すべり（長崎県佐世保市7/10～）

1985（昭和60年）
長野市地附山地すべり災害（7/26）※5

・ 総合的な土石流対策の推進について（事務次官通達）
・ インドネシア火山砂防技術センタープロジェクト開始
・ 善徳地区、怒田・八畝地区の直轄地すべり対策事業着手 ・ 集落災害防止を目的とする雪崩対策事業開始

1975-1995

S
T
C
土
砂
災
害
へ
の
挑
戦

主
な
土
砂
災
害
・
砂
防
事
業
の
展
開

7

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
平成
25

平成
26

平成
27

平成
28

平成
29

平成
30

平成 31
令和 1

令和
2

令和
3

令和
4

令和
5

令和
6

令和
7

◆
北
海
道
大
学
に
寄
附
講
座
「
国
土
保
全
学
講
座
」
を
設
置

・ 

伊
豆
大
島
災
害
で
は
学
会
派
遣
、
自
主
研
究
に
て
調
査
を
実
施
、
対
策
検
討
を
実

施
、
火
山
地
域
の
表
層
崩
壊
調
査
実
施
、
対
策
検
討

・
仙
北
市
土
石
流
災
害
の
調
査
等
を
実
施

・ 

同
時
多
発
型
土
石
流
に
対
す
る
砂
防
施
設
配
置
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
を
実
施

・ 

広
島
災
害
で
は
学
会
派
遣
に
よ
る
調
査
及
び
堆
積
厚
調
査
他
（
自
主
研
究
）
を
実
施

・ 

梨
子
沢
に
お
い
て
堆
積
厚
調
査
（
自
主
研
究
）、
堰
堤
損
傷
調
査
等
を
実
施

・ 「
数
値
解
析
を
用
い
た
地
震
時
の
斜
面
安
定
度
の
評
価
手
法
（
案
）」
を
作
成
（
自

主
研
究
）

・ 

日
光
鬼
怒
川
に
お
い
て
土
石
流
堆
積
厚
調
査
を
実
施
（
自
主
研
究
）

・ 

積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
地
す
べ
り
観
測
手
法
に
関
す
る
研
究
を
実
施
（
自
主
研
究
）

・
沼
田
市
柿
平
沢
の
災
害
対
応
を
実
施
（
災
害
協
定
に
よ
る
）

・ 

阿
蘇
地
域
に
お
け
る
地
震
後
の
砂
防
計
画
策
定
等
、
直
轄
化
に
向
け
た
調
査
お
よ

び
検
討
を
実
施
、
※
熊
本
地
震
調
査
へ
の
学
会
派
遣
、
自
主
研
究
、
業
務
に
て
各

種
検
討
を
実
施

・ 

学
会
派
遣
、
自
主
研
究
（
堆
積
物
調
査
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）
他

・ 

九
州
北
部
豪
雨
に
関
し
て
ソ
フ
ト
対
策
（
警
戒
避
難
）
強
化
の
た
め
の
調
査
実
施

・
新
た
な
流
木
捕
捉
工
の
開
発

・
胆
振
東
部
地
震
（
学
会
調
査
団
派
遣
、
基
礎
デ
ー
タ
整
理
）

・ 

西
日
本
豪
雨
災
害
（
学
会
調
査
団
派
遣
、
自
主
研
究
（
堆
積
厚
調
査
，
避
難
に
関

す
る
聞
き
取
り
調
査
）、
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
土
砂・洪
水
氾
濫
の
調
査
解
析
を
実
施
）

・
耶
馬
溪
（
砂
防
学
会
調
査
団
等
）

・ 

新
燃
岳
噴
火
（
緊
急
調
査
フ
ォ
ロ
ー
、
H
M
条
件
確
認
等
（
業
務
に
て
対
応
））

◆
北
海
道
大
学
「
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
支
援

・
内
川
の
現
地
調
査
を
実
施
（
自
主
研
究
）

・ 

土
砂
・
洪
水
氾
濫
対
策
の
施
設
配
置
計
画
を
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
検
討

◆
２
０
２
５
年
の
S
T
C
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
骨
子
案
）
策
定

・
人
口
減
少
下
に
お
け
る
砂
防
の
あ
り
方
検
討
（
自
主
研
究
）

・ 

直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業
の
完
了
事
例
に
関
す
る
研
究
を
実
施
（
自
主
研
究
）

・
佐
世
保
市
牧
の
地
区
地
す
べ
り
調
査
を
実
施

・
球
磨
川
水
系
川
内
川
の
現
地
調
査
を
実
施
（
自
主
研
究
）

・
下
馬
沢
川
の
土
砂
・
洪
水
氾
濫
調
査
を
実
施
（
業
務
に
て
対
応
）

・ 

伊
豆
山
地
区
へ
の
学
会
派
遣
及
び
現
地
調
査
（
自
主
研
究
）
を
実
施

・ 

河
川
砂
防
技
術
基
準
の
基
本
計
画
編
，
施
設
配
置
計
画
編
の
と
り
ま
と
め
を
支
援

（
業
務
に
て
対
応
）

・ 

無
流
水
渓
流
対
策
の
技
術
的
留
意
事
項
と
り
ま
と
め
を
支
援
（
業
務
に
て
対
応
）

小
白
川
、
山
形
県
飯
豊
町
萩
生
川
他
）

・
8
月
豪
雨
災
害
の
土
砂
・ 

洪
水
氾
濫
調
査
を
実
施（
新
潟
県
村
上
市
小
岩
内
大
沢
川
、

◆ 「
砂
防
の
技
術
・
管
理
に
関
す
る
研
究
会
」（
本
省
・
S
F
F
・
S
T
C
）
設
置
・
開
催

・ 

梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
の
土
砂・洪
水
氾
濫
調
査
を
実
施
（
瀬
戸
内
町
久
慈
、田
主
丸
、

寒
水
川
、
舞
鶴
市
宇
谷
川
他
）

◆
鋼
製
砂
防
構
造
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
H
P
に
て
公
開

・
山
形
県
北
部
豪
雨
災
害
で
は
土
砂
洪
水
氾
濫
調
査
を
実
施
（
業
務
に
て
対
応
）

・
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
地
す
べ
り
対
策
検
討
委
員
会
（
業
務
に
て
対
応
）
を
実
施

・ 

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
検
討
委
員
会（
河
道
閉
塞
、業
務
に
て
対
応
）

・ 

能
登
半
島
地
震
で
は
学
会
派
遣
、
自
主
研
究

◆
設
立
50
周
年

・
S
T
C
の
研
究
・
業
務
に
関
す
る
中
長
期
の
計
画
策
定

2020（令和2年）
7 月豪雨による災害（「熊本豪雨」
球磨川ほか7/3～ 31）
出典：熊本県砂防課提供

2021（令和3年）
熱海市伊豆山土石流（6/30～ 7/12）※26

長野県茅野市下馬沢川 土砂・洪
水氾濫（9/4～ 6）※27

2022（令和4年）
８月豪雨による山形・新潟での
土石流災害（8/3～ 30）
撮影：朝日航洋株式会社・アジア航
測株式会社

2023（令和5年）
・ 6/29からの梅雨前線豪雨により22
県 397件の土砂災害発生（福岡県久
留米市田主丸 ,朝倉市寒水川他）※28

・ 台風13号（9月）により千葉県（257件）
を中心に土砂災害発生※29

2024（令和6年）
令和6年能登半島地震（1/1）
撮影：朝日航洋株式会社・アジア
航測株式会社

令和6年 7月山形県北部豪雨災害※30

奥能登豪雨（9/21）※31

・ 雲仙砂防管理セン
ターによる水無川
における直轄砂防
管理を開始（6/1～）

・ 河川砂防技術基準
の計画編（施設配
置計画編）, 令和
3年 4月改定

・ 河川砂防技術基準の計画編（基
本計画編）, 平成 31年 3月改定
・ 天竜川中流地区において直轄地
すべり対策事業に着手

・ 無流水渓流対策に係る技術的留
意事項（試行案）令和4年3月
・ 河川砂防技術基準の計画編（基
本計画編）,（施設配置計画編）,
令和4年6月改定

・ 火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイ
ドライン ,令和５年3月改定 ,・火山砂防
計画策定指針 ,令和5年3月改定

（出典）※26 ：国土地理院（https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/R3_0701_heavyrain.html#3）
※27 ：長野県諏訪市（https://www.city.suwa.lg.jp/uploaded/attachment/39563.pdf）
※28 ：国土地理院（https://www.gsi.go.jp/common/000250995.pdf）
※29 ：千葉県県土整備部河川整備課（https://www.pref.chiba.lg.jp/kasei/kawazukuri/documents/03siryou3.pdf）
※30 ：国土交通省水管理・国土保全局（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/r-jigyouhyouka/dai18kai/pdf/08siryou.pdf）
※31 ：国土交通省北陸地方整備局（https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2024/11/241120dourobukaigishryo2.pdf）

月
刊
誌

正確な制作体制により、定期刊行物を
円滑に印刷・製本します。品質と納期
を守り、月刊誌を確実に支えます。
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東 京 神奈川 山 梨 長 野

取 扱 営 業 拠 点

河
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　業

千 葉埼 玉群 馬栃 木茨 城

サンエスⅠ型 NETIS

擁壁　積（大型）

用途・特徴

●擁壁工・護岸工
■ブロック積と同等な擁壁を構築でき、護岸工としても適用できる大型積ブロックです。
■2個／㎡使用の練積構造でかみ合わせ形状と胴込材にて一体化を図ります。
■一般的に 3分勾配より適用可能です。
■NETIS：CB-070024-VE（掲載終了）、テクスチャー証明取得

製品規格

A 参考断面図

呼び名 主要部寸法（㎜）
H×L×B

参考質量
（㎏）

胴込材量
（㎥／個）

A 500×998×350 186 0.095
B 500×499×350 93 0.046
C 500×998×350 200 0.110
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街路・農業・造成vol.3

街路灯基礎

高欄

太陽光パネル基礎

プレキャスト化製品　～ 現場打ちコンクリートから工場製品へ ～

家畜用糞尿桝

スラリータンク

分割桝

社史・メッセージ
動画編集

創業の想いや歩みをストーリーとして
可視化し、企業価値を高める社史動画
を制作します。

企業インタビュー
動画編集

事業内容や取り組みを取材と事例で分
かりやすく紹介し、短時間で魅力が伝
わる動画を制作します。

会社紹介動画編集

企業の理念や強みを分かりやすく伝
え、信頼感と魅力を高める会社紹介
やリクルート動画を制作します。

技術と想いで、
未来に応える企業

Interview
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所

表紙の写真
財団当時、株式会社設立時、社長時代の
思い出を語る梅田名誉顧問（平成28年）
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最優秀賞

「夕映えノスタルジィ」
忽那 博史
（千葉南房総市）

優秀賞

「魅了の竜神大吊橋」
門林 泰志郎

（茨城県常陸太田市）

優秀賞

「ソーラーパネルの
地平線」
德島 義孝
（島根県出雲市）

特別賞

「長府から眺める
関門海峡」
魚住 耕司
（山口県下関市）

特別賞

「安全第一で
作業しています」
佐藤 信一

（北海道虻田郡ニセコ町）

特別賞

「お祭りのため
跳ね上がる御葭橋」

笠井 忠
（愛知県海部郡蟹江町）

特別賞

「夜明け前の島田大橋」
酒井 謙二

（山梨県上野原市）

特別賞

「白水のヴェール」
入澤 徹

（大分県竹田市）
特別賞

「千鳥ヶ淵に桜舞う」
植田 堅朗

（東京都千代田区）

特別賞

「石垣のある風景／外泊」
中川 達郎

（愛媛県南宇和郡愛南町）

特別賞

「オレにもやらせろ！！！」
糸賀 一典

（埼玉県南埼玉郡宮代町）

特別賞

「守る力」
上川 一真

（石川県羽咋郡志賀町）
はくいぐん

特別賞

「天空の宝石」
小城原 淳
（千葉県浦安市）

グリーンインフラ特別賞

「早苗の頃」
藤松 政晴
（佐賀県唐津市）

グリーンインフラ特別賞

「まちづくり」
吉田 和生
（大阪府大阪市）

第15回 建コンフォト大賞
入賞作品マップ

発行　一般社団法人 建設コンサルタンツ協会
印刷　株式会社 大應

　当協会では、広く一般の方々の土木
施設への興味を高め、建設コンサル
タントをより知っていただくために、
フォトコンテスト「建コンフォト大賞」
を毎年開催しています。

【撮影者のコメント】大正期に漁業用とし
て整備された歴史ある木製の海桟橋です。
その役目を終えた現在は人気の観光スポッ
トとなっており、夕陽 に映える美しい桟橋
で散歩を楽しみました。

　
「夕映えノスタルジィ」
埼玉県 忽那 博史 
（撮影地：千葉南房総市）

岡本桟橋 （原岡桟橋）
大正10年（1921年）完成

CALENDAR
AR2026
建コンフォト大賞
第15回 入賞作品第15回 入賞作品

最優秀賞

撮影者のコメント
この落石防止柵は能登半島地震においてその効果を存分
に発揮し、周囲の安全を守る姿は、土木技術の重要性を
改めて認識させてくれます。美しく自然と共存する土木
構造物も素晴らしいですが、このように落石を防ぎ、人々
を支える姿には特別な魅力があります。賛否があるかも
しれませんが、私はこのような瞬間を記録し、未来へ伝
えていきたいと考え、今回この作品を応募しました。

「守る力」
大阪府　上川 一真
（撮影地：石川県羽

は

咋
くい

郡
ぐん

志賀町）

落石防止柵

特 別 賞

1
2026

一般社団法人
建設コンサルタンツ協会

Japan Civil engineering Consultants Association

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3
元日

4 5 小寒 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
成人の日

18 19 20 大寒 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

2025

12
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
大雪

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
冬至

28 29 30 31

2 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

立春

8 9 10 11 12 13 14
建国記念の日

15 16 17 18 19 20 21
雨水

22 23 24 25 26 27 28
天皇誕生日

1
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CALENDAR TOKYO WATERFRONT AREA RAPID TRANSIT,INC.

日経Automotive　3月号　（毎月1回11日発行）2026年2月11日発行　第180号

〒105-8308　東京都港区虎ノ門4-3-12　印刷・株式会社 大應　Printed in Japan

本体27,600円購読料金1年（12冊）30,360円
本体3,091円定価3,400円

エ
ン
ジ
ン
の
逆
襲
／
E
2
E
自
動
運
転
、間
も
な
く
大
衆
車
へ
／
B
M
W
の
水
素
担
当
幹
部
に
聞
く
／
ホ
ン
ダ
、電
子
基
盤
に
仮
想
化
技
術

エンジンエンジンエンジンエンジンエンジンのエンジンエンジンのののエンジンのエンジン
逆襲
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3

2 0 2 6
March 3

新車レポート

トヨタGR GTに新V8

技術・市場レポート

ホンダ、電子基盤に仮想化技術

分解レポート

サイバートラックの熱マネ（上）
解説

E2E自動運転、間もなく大衆車へ
インタビュー

BMWの水素担当幹部に聞く

ソニー・ホン
ダの挑戦
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April 4

新車レポート

BYDが「ホンダ流」PHEV日本発売

技術・市場レポート

日産・アウディがファーウェイ採用
デンソーがメディアテックとSoC

分解レポート

サイバートラックの熱マネ（下）

解説

無人運転
AI主体で縦横無尽

エ
ン
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メ
は
車
を

再
定
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May 5

新車レポート

新型インサイト、ベースは中国EV

技術・市場レポート

ホンダがEV3車種の開発中止

分解レポート

サイバートラックの生産国・地域
解説

トヨタ・スズキが
中国製SoC採用へ
トヨタの特許を徹底分析

 bZショック
正念場の日系部品メーカー

展
示
会
関
連
資
料

展示会の出展に必要な様々なディスプレ
イツールの制作実績が豊富です。また主
催側のマニュアルや報告書、DM 発送な
ども対応可能です。

カ
レ
ン
ダ
ー

実用性とデザイン性を両立させ、企業
イメージを自然に伝えるオリジナル
カレンダーを制作します。

ビジネス用途の特殊な高額なバイン
ダー書籍の実績が多数あります。多
ページ・小部数に対応します。

出展マニュアル

問い合わせ先

一般社団法人 日本電機工業会 一般社団法人 日本電気計測器工業会一般社団法人 日本電気制御技術工業会

IIFES 運営事務局（日経BP）
E-mail : iifes2025@nikkeibp.co.jp

https://i ifes.jp/

10：00～17：00

東京ビッグサイト
東4・5・6ホール、会議棟

会　期

会　場

2025
WED11.19 水

FRI11.21 金～

高額書籍

神田本社1Fホワイエ

多様な媒体に対応した
豊富な取材・撮影実績

冊子や動画など多様な媒体に対応した豊富な取材実
績を有し、経験豊富なインタビュアーが撮影・取材
を一貫して担当。企業の想いや強みを引き出し、質
の高いコンテンツ制作を実現します。

企業インタビューや導入事例、社員紹介など幅広い
撮影に対応し、オフィスや工場など現場のリアルな
魅力を伝える撮影が可能です。事前設計から撮影・
編集まで一貫対応し、Web サイトや会社案内、展示
会ツールなど幅広く活用いただけます。

書籍・翻訳・出版

PRパンフレット

周年記念誌

社史・メッセージ動画

企業インタビュー動画

会社紹介動画

取材
撮影 編集、制作にともなう

取材・撮影も行います。企画・制作、ジャンルを超えて
目的に応じた様々なクリエイティブを
ご提供しています


